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○議事日程

平成２３年第１回上毛町議会臨時会議事日程

平成２３年２月１６日　午前１０時００分　開議

日程第　１　仮議席の指定

日程第　２　選挙第　１号　議長の選挙

日程第　３　会議録署名議員の指名
日程第　４　会期の決定
日程第　５　選挙第　２号　副議長の選挙
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日程第１０　議会広報特別委員会委員の選任
日程第１１　選挙第　３号　京築広域市町村圏事務組合議会議員の選挙
日程第１２　選挙第　４号　吉富町外一町環境衛生事務組合議会議員の選挙
日程第１３　選挙第　５号　豊前市外二町清掃施設組合議会議員の選挙
日程第１４　選挙第　６号　福岡県介護保険広域連合議会議員の選挙

日程第１５　選挙第　７号　豊前市外二町財産組合議会議員の選挙
日程第１６　選挙第　８号　京築地区水道企業団議会議員の選挙

日程第１７　選挙第　９号　築上郡自治会館等資産管理組合議会議員の選挙

日程第１８　諸般の報告

日程第１９　同意第　１号　上毛町監査委員の選任について

日程第２０　議案第　１号　上毛町住民生活に光をそそぐ基金条例の制定について

日程第２１　議案第　２号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第５号）

日程第２２　議案第　３号　平成２２年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

日程第２３　開会中の継続審査・調査の申し出について（議会運営委員会）

日程第２４　閉会中の継続審査・調査の申し出について（広報特別委員会）
○　会　議　の　経　過
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開議　午前１０時００分

○事務局長（中　　豊君）皆さん、おはようございます。事務局長の中です。
　定刻になりました。恐れ入りますが、皆さん、御起立をお願いします。

　一礼して御着席願います。礼。

　御案内のとおり、本日の議会は上毛町議会議員選挙後、初めての議会であります。

　したがいまして、議会の構成がなされておりません。議長が就任されるまでの間、本臨時会の運営を地方自治法第１０７条の規定により、出席議員の中で年長の議員が臨時に議長の職務を行うことになっています。

　本日の出席議員の中で最年長の議員は増矢議員であります。増矢議員さんを紹介申し上げ、臨時議長の職務をお願いします。

　増矢議員さん、議長席へ登壇お願いします。
○臨時議長（増矢年克君）皆さん、おはようございます。ただいま紹介されました増矢です。

　地方自治法第１０７条の規定により、出席議員の中で最年長の私が臨時に議長の職務を行います。皆様の御協力により無事、職務を果たしたいと存じますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　開会に先立ちまして、町長にごあいさつをお願いいたします。町長。

○町長（鶴田忠良君）おはようございます。一言ごあいさつを申し上げます。
　本日ここに、平成２３年上毛町議会第１回臨時会を招集いたしましたところ、議員各位には御公私にわたりまして、大変御多用の中を御出席いただき、厚く御礼を申し上げます。
　あわせて一言、お祝いを申し上げます。議員各位にはさきの町議会議員選挙におきまして、有権者の多大な御支援により見事御当選の栄誉に浴されました。高いところではございますが、まことに御同慶に存じております。この場をおかりいたしまして、改めてお祝いを申し上げます。本当におめでとうございました。
　この後、議員各位におかれましては、本町の発展・繁栄のため諸施策・諸事業に特段の御理解をいただき、一層の御支援・御協力、さらには御指導、御鞭撻を賜りますよう切にお願いを申し上げます。お祝い方々、初議会のごあいさつとさせていただきます。どうぞよろしくお願いを申し上げます。
○臨時議長（増矢年克君）ありがとうございました。

　続きまして、執行部出席者の自己紹介をお願いいたします。
　初めに、副町長よりお願いいたします。

○副町長（奥野勝利君）おはようございます。副町長の奥野でございます。よろしくお願いいたします。

○総務課長（矢野洋一君）総務課長の矢野でございます。よろしくお願いいたします。

○総務係長（永野英憲君）総務係長の永野です。よろしくお願いします。

○企画情報課長（尾崎幸光君）企画情報課長の尾崎です。どうぞよろしくお願いいたします。

○税務課長（福田正晴君）税務課長の福田と申します。よろしくお願いいたします。

○教育長（百留隆男君）教育長の百留隆男でございます。どうぞよろしくお願いします。

○教務課長（岡崎　浩君）教務課長の岡崎でございます。よろしくお願いいたします。

○健康福祉課長（坪根勝磨君）健康福祉課長、坪根です。よろしくお願いいたします。
○住民課長（福本豊彦君）住民課長の福本でございます。よろしくお願いします。

○産業振興課長兼農業委員会事務局長（川口　彰君）産業振興課長の川口でございます。よろしくお願いします。

○建設課長（古原典幸君）建設課長の古原でございます。よろしくお願いします。

○総合窓口課長（末松克美君）総合窓口課長の末松克美と申します。よろしくお願いいたします。

○臨時議長（増矢年克君）ありがとうございました。

　次に、お互いにこのたびの選挙で議席を得たわけでありますが、初対面の方々もおられますので、改めて自己紹介をお願いいたしたいと思いますがいかがでしょうか。
（「異議なし」という声あり）
○臨時議長（増矢年克君）異議なしと認めます。

　議席番号１番の方から、順に自己紹介をお願いいたします。
○１番（宮本理一郎君）このたびの選挙で初当選いたしました宮本理一郎でございます。何分とも初めてでございますが、全身全霊を込めまして町政発展のために努力したいと思っております。どうか皆様方の御指導、御鞭撻、よろしくお願い申し上げます。

○２番（高畑広視君）高畑広視でございます。よろしくお願いします。

○３番（宮崎昌宗君）宮崎昌宗です。よろしくお願いいたします。

○４番（峯　新一君）峯新一です。どうぞよろしく。

○５番（三田敏和君）三田敏和です。よろしくお願いいたします。

○６番（安元慶彦君）安元です。よろしくお願いします。

○７番（大山　晃君）大山です。よろしくお願いします。

○９番（坪根秀介君）坪根でございます。どうぞよろしくお願いします。

○１０番（茂呂孝志君）茂呂孝志です。よろしくお願いいたします。

○１１番（古野啓藏君）古野啓藏です。よろしくお願いします。
○１２番（亀頭寿太郎君）亀頭寿太郎でございます。よろしくお願いします。
○臨時議長（増矢年克君）自己紹介が終わりました。

　ここで執行部の皆様にお願いいたします。本日の会議の冒頭部分は、議会の構成が主要議題です。会議構成終了までの間、執行部の方々は退席をお願いいたします。

───────────────────────────────

○臨時議長（増矢年克君）ただいまから、平成２３年第１回上毛町議会臨時会を開会します。
　ただいまの出席議員は全員です。直ちに本日の会議を開きます。
　本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。

───────────────────────────────

○臨時議長（増矢年克君）日程第１、仮議席の指定を行います。
　議席の指定は、会議規則第４条第１項の規定により議長において指定することになっています。議長及び副議長の選挙が終了し就任されるまで、ただいま着席している議席を仮議席として指定いたします。
　日程第２、選挙第１号　議長の選挙を行います。
　暫時休憩いたします。

休憩　午前１０時１０分

再開　午前１０時５０分
○臨時議長（増矢年克君）休憩前に引き続き、会議を開きます。
　日程第２、選挙第１号　議長の選挙を行います。
　お諮りします。
　議長の選挙は、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選で行うことに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○臨時議長（増矢年克君）異議なしと認めます。

　よって議長の選挙の方法は、指名推選で行うことに決定いたしました。

　お諮りします。
　指名の方法については、議長が指名することにいたしたいと思いますが、御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）
○臨時議長（増矢年克君）異議なしと認めます。

　したがって議長が指名することに決定いたしました。

　議長に坪根秀介議員を指名します。
　お諮りします。
　ただいま議長が指名した坪根議員を議長の選挙の当選人とすることに異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○臨時議長（増矢年克君）異議なしと認めます。

　したがって、ただいま議長が指名しました坪根議員が議長の選挙の当選人と決定しました。
　ただいま議長に当選されました坪根議員が議場におられますので、会議規則第３３条第２項の規定により、当選の告知をいたします。

　坪根議員、議長当選の承諾並びにごあいさつをお願いいたします。演台までお進みください。
○９番（坪根秀介君）議長就任に当たり、一言ごあいさつを申し上げます。
　皆さんの大いなる期待と支援を賜りまして議長に就任いたしましたことに、まず御礼を申し上げたいと思います。
　先ほどいろんな皆様からのお話もありましたように、しっかり村上議長の後を受け継ぎまして、また大いなる目標を持って頑張ってまいりたいと思います。
　政治経済が非常に混迷を深めている中、私自身、１５年間議員活動を今まで行ってまいったわけでございますが、１５年前といいますと年金制度で言えば働く世代、６人で１人を支えているという時代でございました。ところが今は３人で１人、近い将来は２人で１人という過酷な時代に向かおうとしております。まさに社会保障制度自体がパンクしているということは、皆さんも既に御承知のとおりでございます。
　そういった中、先ほど安元議員さんも言われましたが、朝日新聞のアンケート調査の結果、地方議会に対するバッシングがかなりあったようにも思いますし、地方議会はこれから何をすべきか、私は一つになって意見をまとめて政策立案を示すべきであると考えております。そして、その中身については皆さんとともに十分な議論を重ねて、協議の上で考えてまいりたいと思っておりますけれども、例えば鶴田町長率いる行政主導チーム、バーサス、議会が主導する、町民の中から大抜擢するようなスペシャリストのブレーン集団といった中で、重要な問題については１案でイエスかノーかということで議論することではなくて、２案、３案と同じ土俵に上げて、公開の議論によって政策をまとめていくような住民参加型の、ガラス張りの政治を目指してまいりたいと思っております。

　今後、さらなる大きな目標に、スピードを上げて全力で取り組んでまいる覚悟でございますので、皆様にはますますの御支援、御協力、あるいは御鞭撻を賜りますようお願いを申し上げまして、議長就任のあいさつとかえさせていただきます。
　ありがとうございました。
○臨時議長（増矢年克君）ありがとうございました。

　以上で、臨時議長の職務は終わりました。御協力どうもありがとうございました。
○事務局長（中　　豊君）坪根議長、議長席にお着きください。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）それでは、ただいまから議長の職務を行います。
　これからの議事日程は、お手元に配付のとおりです。

　日程第３、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、１番　宮本議員、２番　高畑議員を指名します。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第４、会期の決定を議題とします。
　お諮りします。今期臨時会の会期は本日１日のみといたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。

　したがって本臨時会の会期は、本日１日のみとすることに決定しました。

　ここで、事務局長より発言を求められておりますので、これを許します。
　事務局長。
○事務局長（中　　豊君）お手元に配付してございます、議員提出の議案目録について、議長名が記入されておりません。議員各位で当該箇所の案件に議長名を記入されるようお願い申し上げます。以上です。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第５、選挙第２号　副議長の選挙を行います。
　暫時休憩します。
休憩　午前１１時００分

再開　午前１１時０７分
○議長（坪根秀介君）休憩前に引き続き、会議を開きます。
　日程第５、選挙第２号　副議長の選挙を行います。
　選挙は投票により行います。
　議場の出入り口を閉めます。
　安元議員。

○６番（安元慶彦君）この本会議の場において議長から、指名の方法か選挙の方法かを初めに出していただいて、議員各位の反応を見て行うべきじゃないでしょうか。

○議長（坪根秀介君）それでは、選挙の方法を諮りたいと思います。
　この選挙は投票によって行いたいと思いますが、御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認め、選挙は投票により行います。

　議場の出入り口を閉めます。
（議場閉鎖）
○議長（坪根秀介君）ただいまの出席議員数は１２名です。
　投票立会人の指名を行います。会議規則第３２条第２項の規定により、投票立会人に１番　宮本議員、及び２番　高畑議員を指名します。
　投票用紙を配ります。

（投票用紙配付）
○議長（坪根秀介君）念のため申し上げますが、投票は単記無記名投票です。御了解ください。
　
投票用紙の配付漏れはありませんか。
（「なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）投票箱を点検します。立会人は、投票箱の点検をお願いします。

（投票箱点検）
○議長（坪根秀介君）異状なしと認めます。

　ただいまから投票を行います。事務局が、議席番号と氏名を読み上げますので、順次投票をお願いいたします。
（点呼、投票）
○事務局　　１番　宮本議員、２番　高畑議員、３番　宮崎議員、４番　峯議員、５番　三田議員、６番　安元議員、７番　大山議員、８番　増矢議員、１０番　茂呂議員、１１番　古野議員、１２番　亀頭議員。
○議長（坪根秀介君）投票漏れはありませんか。

（「なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）投票漏れなしと認め、投票を終わります。

　開票を行います。立会人の方に開票の立ち会いをお願いします。
（開票）
○議長（坪根秀介君）選挙の結果を報告します。投票総数１２票、うち有効投票１１票、無効投票１票。有効投票のうち、　大山議員１０票、　茂呂議員１票、以上のとおりです。

　この選挙の法定得票数は、有効投票の４分の１、３票です。したがって大山議員が副議長に当選されました。

　議場の出入り口を開きます。

（議場解鎖）

　ただいま副議長に当選されました大山議員が議場におられますので、会議規則第３３条第項の規定により、当選の告知をします。

　大山議員、当選の承諾、並びにごあいさつをお願いいたします。演台までお進みください。

○７番（大山　晃君）ただいま皆様の温かい投票の１票を、大山に投じていただきましたことに対し、心からお礼を申し上げます。今後とも坪根議長を中心に、しっかりと議会運営を行っていきたいと思っております。どうか皆様方の絶大なる御支援、御指導、御鞭撻を賜りますよう心からお願いを申し上げまして、就任のあいさつといたします。どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうございました。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第６、議席の指定を行います。

　会議規則第４条第１項の規定では、議員の議席は議長が定めることとなっています。
　申し合わせでは、当選回数期ごとの年齢順を適用し、議長は最終番、副議長はその１番前の席とすることとなっております。
　そのように指定いたしたいと思いますが、いかがでしょうか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）それでは、１２番を議長、１１番を副議長に指定します。
　１番　宮本議員、２番　高畑議員、３番　宮崎議員、４番　峯議員、５番　三田議員、６番　安元議員、７番　増矢議員、８番　茂呂議員、９番　古野議員、１０番　亀頭議員、１１番　大山議員、１２番　坪根議員と指定します。
　移動をお願いします。
　ただいま着席の議席を、各議員の議席と指定いたします。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第７、常任委員会委員の選任を行います。
　ここで暫時休憩します。
休憩　午前１１時１９分

再開　午前１１時２５分
○議長（坪根秀介君）休憩前に引き続き、会議を開きます。
　委員会規則第７条第１項の規定では、常任委員会の選任は、議長が会議に諮って指名するとなっております。
　お諮りします。

　ただいまお手元に配付した名簿のとおり指名いたしたいと思いますが、御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。
　したがって常任委員会委員は、お手元に配付しました名簿のとおり指名することといたします。
　これより、各常任委員会の委員長・副委員長の互選をお願いいたします。

　ここで暫時休憩します。

休憩　午前１１時３５分

再開　午前１１時４８分
○議長（坪根秀介君）休憩前に引き続き、会議を開きます。
　各常任委員会にて、委員長・副委員長の互選をお願いし、その結果が手元に参りましたので御報告いたします。

　総務・産業建設常任委員会委員長、安元議員、副委員長、峯議員。

　文教・厚生常任委員会委員長、三田議員、副委員長、宮崎議員。
　以上の方が互選されました。

　よって各委員会において互選されたとおり、委員長・副委員長に選任することに決定しました。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第８、議会運営委員会委員の選任を行います。
　ここで暫時休憩します。

休憩　午前１１時５１分

再開　午前１１時５４分
○議長（坪根秀介君）休憩前に引き続き、会議を開きます。
　お諮りします。
　議会運営委員会委員の選任については、委員会条例第７条第１項の規定により、お手元に配付しました名簿のとおり指名いたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。

　したがって議会運営委員会委員には、お手元に配付した名簿の方々を指名いたします。

　これより議会運営委員会の委員長・副委員長の互選をしていただきます。

　暫時休憩します。

休憩　午前１１時５７分

再開　午後　０時０２分
○議長（坪根秀介君）休憩前に引き続き、会議を開きます。

　議会運営委員会において、委員長・副委員長の互選が行われ、その結果が手元にまいりましたので報告いたします。
　議会運営委員会委員長に古野議員、副委員長に宮崎議員が互選されました。よって委員会において互選されたとおり、委員長・副委員長に選任することに決定しました。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第９、発議第１号　上毛町議会広報特別委員会設置に関する決議を議題とします。
　お諮りします。
　発議第１号については、会議規則第３９条第３項の規定により趣旨説明を省略したいと思いますが、御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。

　したがって、発議第１号については趣旨説明を省略することに決定いたしました。
　これから直ちに本案を採決します。

　発議第１号は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。

　したがって発議第１号　上毛町議会広報特別委員会設置に関する決議は、原案のとおり可決されました。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１０、議会広報特別委員会委員の選任を行います。
　ここで暫時休憩します。
休憩　午後　０時０３分

再開　午後　０時１０分
○議長（坪根秀介君）休憩前に引き続き、会議を開きます。

　お諮りします。
　広報特別委員会委員の選任については、委員会条例第７条第１項の規定により、お手元に配付しました委員名簿のとおり指名いたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。

　したがって広報特別委員会委員には、お手元に配付した名簿の方々を指名いたします。
　これより広報特別委員会の委員長・副委員長の互選をするようになっておりますが、先ほど委員長・副委員長の互選もあわせて行いましたので、その結果を報告いたします。

　広報特別委員会委員長に三田議員、副委員長に高畑議員が互選されました。
　よって、委員会において互選されたとおり、委員長・副委員長に選任することに決定しました。

　ここで暫時休憩します。再開は、１時半からといたします。

休憩　午後　０時１４分

再開　午後　１時３０分
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）休憩前に引き続き、会議を開きます。

　日程第１１、選挙第３号　京築広域市町村圏事務組合議会議員の選挙を行います。
　ここで暫時休憩します。

休憩　午後　１時３２分

再開　午後　１時３５分
○議長（坪根秀介君）休憩前に引き続き、会議を開きます。

　日程第１１、選挙第３号　京築広域市町村圏事務組合議会議員の選挙を行います。
　お諮りします。
　選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選にいたしたいと思いますが、御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。

　したがって、選挙の方法については議長が指名することにいたしたいと思いますが、御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。

　したがって、議長が指名することと決定しました。
　京築広域市町村圏事務組合議会議員に、坪根議員を指名します。
　お諮りします。
　ただいま議長が指名した方を京築広域市町村圏事務組合議会議員の当選人と決定することに、御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。

　したがって、ただいま議長が指名した坪根議員が、京築広域市町村圏事務組合議会議員に当選されました。
　会議規則第３３条第２項の規定により、坪根議員に当選の告知をいたします。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１２、選挙第４号　吉富町外一町環境衛生事務組合議会議員の選挙を行います。
　お諮りします。
　この選挙についても、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選にいたしたいと思いますが、御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。

　したがって、議長が指名することと決定しました。
　吉富町外一町環境衛生事務組合議会議員に、坪根議員、大山議員、三田議員、並びに宮崎議員、以上４名を指名します。
　お諮りします。
　ただいま議長が指名した方々を吉富町外一町環境衛生事務組合議会議員の当選人と決定することに、御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。

　したがって、ただいま議長が指名した坪根議員、大山議員、三田議員、並びに宮崎議員が、吉富町外一町環境衛生事務組合議会議員に当選されました。
　当選された方々に、会議規則第３３条第２項の規定により当選の告知をいたします。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１３、選挙第５号　豊前市外二町清掃施設組合議会議員の選挙を行います。
　お諮りします。
　この選挙についても、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選にいたしたいと思いますが、御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。

　したがって、選挙の方法は指名推選で行うことに決定しました。
　お諮りします。

　指名の方法については、議長が指名することにいたしたいと思いますが、御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。

　したがって、議長が指名することと決定しました。
　豊前市外二町清掃施設組合議会議員に、坪根議員、大山議員、三田議員、並びに宮崎議員を指名します。

　お諮りします。

　ただいま議長が指名した方々を豊前市外二町清掃施設組合議会議員の当選人と決定することに、御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。

　したがって、ただいま議長が指名した坪根議員、大山議員、三田議員、並びに宮崎議員が、豊前市外二町清掃施設組合議会議員に当選されました。
　当選された方々に、会議規則第３３条第２項の規定により当選の告知をいたします。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１４、選挙第６号　福岡県介護保険広域連合議会議員の選挙を行います。
　お諮りします。

　この選挙の方法についても、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選にいたしたいと思いますが、御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。

　したがって、選挙の方法は、指名推選で行うことに決定しました。

　お諮りします。

　指名の方法については、議長が指名することにいたしたいと思いますが、御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。

　したがって、議長が指名することに決定しました。
　福岡県介護保険広域連合議会議員に、坪根議員を指名します。
　お諮りします。

　ただいま議長が指名した方を福岡県介護保険広域連合議会議員の当選人と決定することに、御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。

　したがって、ただいま議長が指名した坪根議員が、福岡県介護保険広域連合議会議員に当選されました。
　会議規則第３３条第２項の規定により、坪根議員に当選の告知をいたします。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１５、選挙第７号　豊前市外二町財産組合議会議員の選挙を行います。
　お諮りします。

　この選挙の方法についても、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選にいたしたいと思いますが、御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。

　したがって、選挙の方法は、指名推選で行うことに決定しました。

　お諮りします。

　指名の方法については、議長が指名することにいたしたいと思いますが、御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。

　したがって、議長が指名することと決定しました。
　豊前市外二町財産組合議会議員に、坪根議員並びに安元議員を指名します。
　お諮りします。

　ただいま議長が指名した方を豊前市外二町財産組合議会議員の当選人と決定することに、御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。

　したがって、ただいま議長が指名した坪根議員並びに安元議員が、豊前市外二町財産組合議会議員に当選されました。
　会議規則第３３条第２項の規定により、坪根議員並びに安元議員に当選の告知をいたします。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１６、選挙第８号　京築地区水道企業団議会議員の選挙を行います。
　お諮りします。

　この選挙についても、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選にいたしたいと思いますが、御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。

　したがって、選挙の方法は、指名推選で行うことに決定しました。

　お諮りします。

　指名の方法については、議長が指名することにいたしたいと思いますが、御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。

　したがって、議長が指名することと決定しました。
　京築地区水道企業団議会議員に、坪根議員を指名します。
　お諮りします。

　ただいま議長が指名した坪根議員を京築地区水道企業団議会議員の当選人と決定することに、御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。

　したがって、ただいま議長が指名した坪根議員が、京築地区水道企業団議会議員に当選されました。
　会議規則第３３条第２項の規定により、坪根議員に当選の告知をいたします。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１７、選挙第９号　築上郡自治会館等資産管理組合議会議員の選挙を行います。
　お諮りします。

　この選挙についても、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選にいたしたいと思いますが、御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。

　したがって、選挙の方法は、指名推選で行うことに決定しました。

　お諮りします。

　指名の方法については、議長が指名することにいたしたいと思いますが、御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。

　したがって、議長が指名することと決定しました。
　築上郡自治会館等資産管理組合議会議員に、安元議員を指名します。
　お諮りします。

　ただいま議長が指名した安元議員を築上郡自治会館等資産管理組合議会議員の当選人と決定することに、御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。

　したがって、ただいま議長が指名した安元議員が、築上郡自治会館等資産管理組合議会議員に当選されました。
　会議規則第３３条第２項の規定により、安元議員に当選の告知をいたします。

　ここで暫時休憩します。再開は２時５分です。
休憩　午後　１時４６分

再開　午後　２時０５分
○議長（坪根秀介君）休憩前に引き続き、会議を開きます。

　日程第１８　諸般の報告を行います。
　今回の第１回臨時議会は、議員選挙後の議会構成を主要な議題とするものですが、早急に議決を要する議案として町長から４議案が提出されております。

　ここで議長から、議員の皆様にお願い申し上げます。

　これから町長提出議案の提案理由の説明を受けますが、いずれも本日審議・採決を行う議案ですので、提案理由の説明に対する総括質疑は提案内容の説明にあわせて行いますので、御協力をお願いいたします。
　地方自治法第１２１条の規定に基づき、町長並びに教育委員長に出席の要求をいたしたところ、お手元に配付の名簿のとおり、説明員の出席報告がありましたので、これを許可し出席いただいております。

　以上、諸般の報告を終わります。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）これから議案の上程を行います。
　日程第１９、同意第１号　上毛町監査委員の選任について、日程第２０、議案第１号　上毛町住民生活に光をそそぐ基金条例の制定について、日程第２１、議案第２号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第５号）、日程第２２、議案第３号　平成２２年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）、以上４議案を一括上程します。
　提案理由の説明を求めます。町長。
○町長（鶴田忠良君）それではまず、議会構成が新たに成立したということでございます。おめでとうございました。
　それでは、これより提案理由を申し上げます。
　本臨時会に提案いたします案件は、人事案件１件、条例案１件、補正予算２件の計４案件であります。順次、御説明を申し上げます。
　同意第１号、上毛町監査委員の選任について。議会選出の任期が満了となり、新たに監査委員を選任いたしましたので、同意をお願いするものであります。
　議案第１号　上毛町住民生活に光をそそぐ基金条例の制定について。地域活性化交付金、いわゆる住民生活に光をそそぐ交付金の一部を活用し、基金を積み立て、交付金の趣旨に沿った事業を実施するために、上毛町住民生活に光をそそぐ基金条例を制定するものであります。
　議案第２号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第５号）。今回の補正額は１億５,５８２万７,０００円で、歳入歳出予算総額５２億５,９０１万円であります。
　補正予算の内容は、国の緊急総合経済対策の趣旨に沿って作成いたしました実施計画に基づく地域活性化交付金にかかわる事業予算が中心であります。

　歳出の主なものは、総務費で社会福祉協議会に貸与しておりますマイクロバスが老朽化し、使用にたえないための新規購入経費、及び西友枝小学校校舎の利活用を図るための耐震調査経費を計上し、民生費ではひとり暮らしの高齢者の不安を軽減する緊急医療情報キットの設置、及び高齢者等に配食サービスを行う車両及び給食容器の購入経費、並びに大平楽受水槽と共用しております小池地区の給水を分離するための改修工事費等であります。

　衛生費では、暫定措置として１６歳女子、高校１年生に相当するわけでありますけれども、――を対象にした子宮頸がんワクチン接種費用を計上いたしており、本格予算は２３年度当初予算に計上する予定であります。農林水産業では鳥獣被害が後を絶たない中山間地の農林業保護対策として、箱わなの購入経費、商工費で町の主要環境拠点施設の一つであります大平楽の大浴場等の改修経費及び専用水道整備関連工事費等であります。また手づくり村工房を地域づくり協議会の拠点とするための改修工事費、及び火災で使用不能となりましたログハウスの改築工事費、並びに地上デジタル放送対応テレビ等の備品購入費を計上いたしました。
　土木費では、東九州自動車道パーキングエリアにスマートインターチェンジを接続することを実現するための協議会運営と比較検討資料作成のための委託料経費、及び圃場整備地区内の農作業環境改善の一環としての舗装新設工事費。消防費では消火器の計画的な更新を図るための購入経費を計上し、また教育費では小中学校及びげんきの杜の図書室の質の向上と環境改善を目的とした図書購入、並びに空調整備の設置経費。それから緊急を要する西吉富・南吉富両小学校のプールろ過機取りかえ、及び友枝小学校のトイレ改修経費等であります。中学校におきましては、給食室の下水管が老朽化したため、布設がえを行うことといたしております。
　文化財保護費で、交流人口の増加と地域の振興を図るために、本町の文化・観光面の貴重な資源であります松尾山の修験道遺跡エリアに復元施設を設置する工事費、及び安全のためのアスベストを密封しております文化財センター機械室の改修工事費を計上いたしました。
　また支出金で、交付金の一部を住民生活に光をそそぐ基金として積み立て、２年間、知の教育の一助として巡回図書館司書及び友枝小学校に生活指導補助員を設置するものであります。
　今回の補正財源につきましては、特定財源といたしまして交付金にかかわる国庫支出金、建物災害共済保険金等、また一般財源といたしまして普通交付金を充当いたしております。
　議案第３号　平成２２年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）でありますが、今回の補正額は１,４５５万円で、歳入歳出予算総額は９億５,３４１万１,０００円であります。高額療養費の増額補正でありまして、入院や手術などにより予想以上に医療費が伸びたことが大きな要因と考えております。
　以上、概略を御説明いたしましたが、いずれも重要な案件でございますので、慎重に御審議をいただきまして、御同意、御可決くださいますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。どうぞよろしくお願いを申し上げます。
○議長（坪根秀介君）提案理由の説明が終わりました。
　さきに報告のとおり、総括質疑は省略し、議案の上程を行います。
　日程第１９、同意第１号　上毛町監査委員の選任についてを議題とします。

　本案は亀頭議員の一身上の関する議案でありますので、地方自治法第１１７条の規定により、亀頭議員の退席を求めます。
　議案内容の説明を求めます。総務課長。
○総務課長（矢野洋一君）同意第１号につきまして、朗読をして提案の説明にかえさせていただきます。

　同意第１号　上毛町監査委員の選任について

　上毛町監査委員に次の者を選任する。

　　　平成２３年２月１６日　提出

　　　　　　　　　　　　上毛町長　鶴　田　忠　良

　氏名　亀頭寿太郎

　生年月日　昭和１４年２月１日生まれ

　住所　上毛町大字宇野１１５５番地２
　理由といたしまして、上毛町監査委員として選任することについて、地方自治法第１９６条第１項の規定により、議会の同意を求めるものである。

　以上でございます。

○議長（坪根秀介君）議案内容の説明が終わりました。

　お諮りします。
　本件については、質疑・討論は省略したいと思いますが、御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認め、本案を採決します。

　本案を原案のとおり同意することに、賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）
○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、同意第１号　上毛町監査委員の選任については、原案のとおり同意することに決しました。
　亀頭議員の入場を認めます。
　亀頭議員を上毛町監査委員として選任同意しました。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第２０、議案第１号　上毛町住民生活に光をそそぐ基金条例の制定についてを議題とします。

　議案内容の説明を求めます。総務課長。
○総務課長（矢野洋一君）それでは、議案第１号について御説明を申し上げます。
　上毛町住民生活に光をそそぐ基金条例の制定について。

　上毛町住民生活に光をそそぐ基金条例案を別紙のとおり提出する。

　平成２３年２月１６日提出。上毛町長、鶴田忠良。
　理由といたしまして、住民生活にとって大事な分野でありながら、光が十分に当てられてこなかった分野に対する取り組みの強化を図るため、地方自治法第２４１条第１項の規定により、上毛町住民生活に光をそそぐ基金を設置するため、この条例を制定するものであるということでございます。１枚、おめくりをいただきたいと思います。
　上毛町住民生活に光をそそぐ基金条例の本文でございます。設置の目的といたしましては第１条、これまで住民生活にとって大事な分野でありながら光が十分に当てられてこなかった分野に対する取り組みの強化を図るため、上毛町住民生活に光をそそぐ基金を設置するというものでございます。これにつきましては先日の全員協議会で概略説明をいたしまして、この部分の一般会計歳入歳出予算、後ほど補正予算に計上しておりますが、４６０万円を計上いたしまして図書館司書並びに小学校の生活補助員を、平成２３年、２４年にかけて雇用いたしまして従事いただくという内容になっております。

　この基金条例でございますが、第５条の処分で「基金はその設置目的を達成するために必要な経費の財源に充てる場合に限り、その全部または一部を処分することができる」ということでございまして、後ほどの補正予算で４６０万円につきましては、２３年度、２４年度に執行する予定としております。

　それから附則でございますが、附則の第２項で「この条例は平成２５年３月３１日限りでその効力を失う」ということになっておりまして、本条例の期限を定めておるものでございます。それから「基金に残余財産があるときには、当該残余財産の額に相当する金額を予算に計上いたしまして、国庫に納付するものとする」ということになっております。
　以上で説明を終わらせていただきます。
○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。
　これから質疑を行います。質疑はありませんか。安元議員。
○６番（安元慶彦君）なかなかいい名前で、生活に光をそそぐという名前ですけれども、これは２カ年で時限の条例ということで、大事な分野でありながら今まで光を当てなかったと。２カ年で、それから先は光を当てんでいいということになるのですか。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）光が十分に当てられてこなかった分野というのが、先日の協議会の中で地方消費者行政、それからＤＶ対策、自殺予防等の弱者対策、自立支援、それから地域づくりというメニューになっております。今回の場合は、先ほど御説明したものをやってこうということになっております。
　２年間する中で、十分な成果が得られるということであれば、議員が今おっしゃった分について継続ということも検討してまいりたいと考えておりますが、とりあえずこの財源で行うのは２カ年ということでございます。
○議長（坪根秀介君）安元議員。

○６番（安元慶彦君）何か私は、今の政権の行きあたりばったり的のもののように感じるわけですよね。今までそんなに光を当ててこなかった分野がそんなにあるのかということにもなるんですけども、これを２カ年でやって、それでもう終わりですよと。何か、線香花火みたいな形で、ぱぱっと光を出して、これで終わりですというように受けとめて、余り責任のないような感じを受けるんですよね。
　ですからこれを執行した暁には、町として、そういったものに対して劣らないような、いわゆる特別なあれがなければ一般財源でも充てて継続していくと。そういうものでないと、私はどうも単発的なもので終わってしまうということに思われるんですけども、将来的な展望というか、その点はどうですか。
○議長（坪根秀介君）総務課長。
○総務課長（矢野洋一君）先ほども申しましたように、この２年間の事業を行う中で十分な成果が得られるということであれば、そういった継続等についても十分検討に値すると、今のところそういうお答えをさせていただきたいと思います。
○議長（坪根秀介君）安元議員、よろしいですか。

○６番（安元慶彦君）はい。
○議長（坪根秀介君）ほかに質疑はありませんか。

（「なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。
　これから討論を行います。討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）討論を終わります。
　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに、賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）
○議長（坪根秀介君）全会一致。よって議案第１号　上毛町住民生活に光をそそぐ基金条例の制定については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第２１、議案第２号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第５号）を議題とします。議案内容の説明を求めます。総務課長。
○総務課長（矢野洋一君）それでは議案第２号について、御説明をいたします。
　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第５号）。平成２２年度上毛町の一般会計補正予算（第５号）は次に定めるところによる。歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億５,５８２万７,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５２億５,９０１万円とするというものでございます。平成２３年２月１６日提出。上毛町長、鶴田忠良。

　これにつきましては、４ページをおめくりいただきたいと思います。
　歳入歳出補正の予算事項別明細書の総括の歳入の部分を御説明したいと思います。先ほど町長の提案理由でも御説明いたしましたが、今回の補正財源としましては、地方交付税を２,９２２万５,０００円充当いたしております。それから国庫支出金を１億１,６４６万５,０００円ということで、これは地域活性化交付金を充当しているものでございます。それから県支出金といたしまして、今回、子宮頸がんのワクチン接種に係る補助金ということで１３万７,０００円を見込んでおります。それから諸収入ということで、保険を適用しましてログハウスの改築を図るということで、全国自治協会の建物災害の保険金を１,０００万円充当して、合計１億５,５８２万７,０００円の歳入でございます。
　続きまして、歳出でございます。歳出につきましてはそれぞれ予算項目ごとに概略だけ、私のほうから説明をさせていただきたいと思いますので、１０ページをおめくりいただきたいと思います。

　まず総務費でございます。総務費、補正前の額が７億５,４６５万８,０００円。今回の補正が１,６００万円で、補正後が７億７,７６５万８,０００円となっております。今回の財源内訳は、国県支出金が１,４００万円、一般財源が２００万円となっております。補正の中身につきましては、社協に貸し出しているマイクロバスが老朽化したため今回新たに買いかえるというものでございます。それから諸費としましては、西吉富小学校校舎の使用について地元との協議を重ねまして、町内外の交流施設、または地域の拠点といたすための改築工事の前提となる耐震調査のための委託料、及びこれにつきましては実施設計の関係費用も含まれているものという内容になっております。
　それから次の１１ページ、民生費でございます。民生費につきましては、補正前の額が１３億２２９万８,０００円、補正額が８４６万３,０００円で、計１３億８７６万１,０００円となっておりまして、財源としましては、国県支出金が６００万円、一般財源が２４６万３,０００円となっております。
　主なものは、老人福祉費としましては、ひとり暮らしの高齢者等が緊急の場合に必要となる情報や連絡先を記載したカードを専用の容器に入れまして冷蔵庫に保管しておきまして、緊急のときに適切な対応が速やかにできるというための事業を今回、社協委託で実施しようということで予算を計上いたしております。それから介護予防事業につきましては、社協委託で現在実施しております配食サービスに関するものでございまして、容器が老朽化、それから車両が不足しているということで車両購入をこの項目で予算化しているものでございます。
　それから人権啓発費でございます。これにつきましては大平楽との共用水源としておる小池地区につきましては、今回、大平楽の受水槽と分離いたしまして、別個受水槽を設置して安定供給を図るという予算を、この人権啓発で計上しているものでございます。
　続きまして１２ページでございます。衛生費であります。補正前の額が４億３,０５０万円、今回の補正額が５３万５,０００円、合計が４億３,１０３万５,０００円となっておりまして、特定財源としまして国県支出金が１３万７,０００円、一般財源が３９万８,０００円となっております。これにつきましては、子宮頸がんのワクチン接種の関係費用でございます。

　続きまして次のページ、農林水産業費でございます。補正前の額が２億３,７２０万４,０００円、補正額が１００万円、合計が２億３,８２０万４,０００円。国県支出金が７０万円、それから一般財源３０万円を充当しているものでございます。これにつきましては農林被害防止の強化を図るための箱わなを購入する予算でございます。

　続きまして１４ページでございます。商工費でございます。補正前の額が３,０６９万４,０００円、今回補正額が５,６６３万円で、計８,７３２万４,０００円となっております。財源としましては国県支出金が３,７８０万円、その他が１,０００万円、一般財源を８８３万円充当いたしております。
　内容といたしましては、消費者行政の啓発事業としてパンフレットとＤＶＤを作成して各戸配付、それからＤＶＤの貸し出し等を行って、消費者に注意を喚起するというものでございます。それから大平楽及びその周辺施設の改修工事費の関係費用を、この項目で組んでおります。大浴場を中心とした改修、それから専用水道設備のための設備工事、それから手づくり村のうどん工房を地域づくりの拠点とするための改修工事、それから手づくり村工房の休憩室にシロアリ被害がありまして、その改修工事。さらにログハウスの備品購入、地上デジタル放送化するということでテレビ、冷蔵庫等の老朽化の面もございまして、その買いかえというものがこの項目で予算化されております。さらにログハウスの改築工事費関係費用も、この項目で行うようにしております。

　続きまして土木費でございます。土木費は、補正前の額が２億８０５万６,０００円、補正額が２,１５０万円、合計が２億２,９５５万６,０００円となっております。財源としましては１,７３０万５,０００円、一般財源が４１９万５,０００となっております。土木費につきましては、スマートインターチェンジの協議会の運営、それから今後の推進のための比較検討資料等作成の委託料を計上いたしております。さらに道路新設改良費につきましては、町内圃場整備完了４地区の舗装工事費を計上いたしております。

　さらに１６ページでございますが、消防費。補正前の額が１億５,６２６万４,０００円、補正額が１８２万７,０００円、計１億５,８０９万１,０００円となっておりまして、財源としましては国県支出金１５０万円、一般財源が３２万７,０００円となっております。今回、新吉富地区の消火器の購入費としまして１２０台分を計上いたしております。これにつきましては８年が耐用年数ですので、町内全域、計画的に取りかえをやっておるものでございます。
　続きまして教育費の１７ページでございます。補正前の額が、４億７,３２８万７,０００円、補正額が４,５２７万２,０００円、合計が５億１,８５５万９,０００円となっております。財源としましては、国県支出金が３,４５６万円、一般財源が１,０７１万２,０００円となっております。学校管理費につきましては、町内の４小学校への図書の購入、それから書棚の購入費用、それから図書室の空調設備の工事費、それから南吉富小学校、西吉富小学校のプールのろ過機の取りかえ工事費、その他プールの周りの改修工事費、それから西吉富小学校の防球ネットの取りかえ、それから友枝小学校のトイレ改修等を、この項目で計上しているものでございます。
　続きまして中学校費につきましては、図書の購入及び書棚の購入を計上いたしております。それから図書室の空調設備の設置工事、それから給食室の給水管が老朽化したための布設がえの工事がこの項目に含まれているものでございます。

　さらに１８ページの社会教育費でございます。補正前の額が１億１,９９８万４,０００円、これは　　になりますが、補正額が１,０５７万９,０００円で補正後の額が１億３,０５８万１,０００円となっておりまして、財源が国県支出金８５０万円、一般財源が２０９万７,０００円となっております。これにつきましては、げんきの杜の図書館の図書購入費用を計上いたしておりますとともに、文化財保護費の中で松尾山の遺跡の下宮の跡のお食べ処の建設工事、いわゆる復元施設の工事費がここに計上しております。さらに文化財センターのアスベストで密閉しております機械室を今回、改修する工事費もここに計上いたしておるものでございます。

　最後に、諸支出金でございます。補正前の額が２億６,４１２万円、補正額が４６０万円、２億６,８７２万円という補正後の額でございます。財源としましては、国県支出金が４６０万円、一般財源がゼロということで、これが先ほど条例を御可決いただきました、住民生活に光をそそぐ基金の積立金の計上をしているものでございます。

　以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。これから質疑を行います。
　質疑はありませんか。

　亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）私は、住民生活に光をそそぐ交付金対象事業の資料でちょっとお尋ねしたいんですが、この事業名は国からこうした事業名に基づくよう指摘されるのか、上毛町独自でこうした事業に取り組むというような姿勢を持たれておるのか。それから住民生活に光をそそぐ基金の中に臨時職員の云々とある。この臨時職員の云々については、当然、当初予算で組むべきではないかという感じがするんですが。ましてや２年にまたがるということになれば、今、雇用されている臨時職員の延命策というか、そうした雇用の形につながっていくのではないか。これは新たな採用方法といいますか、そういう方法で臨時職員あたりを雇用するのか。その点をお尋ねいたします。
○議長（坪根秀介君）総務課長。
○総務課長（矢野洋一君）住民生活に光をそそぐという名前でございますが、これにつきましては地域活性化交付金の分野で二つの名前がございます。御存じと思いますが、一つがきめ細やかな交付金、もう一つが先ほど御指摘の、住民生活に光をそそぐ交付金というものでございまして、光をそそぐ交付金につきましては使途が限定されており、基金条例につきましてもその名前を採用した基金条例を設定したものでございます。
　それから、臨時職員の関係でございますが、これは新たに雇用するというものでございまして、来年度２３年度、２４年度に雇用するということになれば、この交付金が２２年度に交付されるということで、２２年度の予算で基金を積み立て、それを２３年度、２４年度で執行するという形になっております。当初予算ということではなくて、この関係でいけば、繰り越し事業という形になっております。そういう体制をとらざるを得ないということでございます。
○１０番（亀頭寿太郎君）以上です。
○議長（坪根秀介君）ほかに質疑ありませんか。安元議員。
○６番（安元慶彦君）私は補正予算の質問に入る前に、町長にちょっとお尋ねをしたいと思うんですけれども、ログハウスの焼失の件です。きのう初めて企画課長か聞きましたんですけれども、１２月２６日に発生した火災が、どういうことであったのかということを我々議員も全然知らされてないわけですね。それは、聞きたければ聞きにくればいいだろうということでしょうか。住民の皆様方から、あれは何だったんですかと、どういう原因ですかと聞かれるようなことがあったんです。我々は聞いていないものですから、余りそれに対する対応ができないということで、今回、これの復元というような形の中で予算が出てきて、初めてきのう、企画課長からそういったてんまつを聞いたわけです。そこら辺、町長はどんなお考えでしょうか。我々議員にはせめて早くそういうものを知らせていただかなければと思っておりますけれども、どんなもんですか。
○議長（坪根秀介君）町長。
○町長（鶴田忠良君）この件につきましては、多分、当初はその原因が明らかでなかったと、少し時間がかかったのではなかろうかと。議場に消防団長でいらっしゃいます三田議員もいらっしゃるわけでございますけれども、少し時間がかかったのではなかろうかと思っておりますし、今おっしゃるように、その意味では皆さん方に周知を図る、お知らせするということがあわせて少し時間がかかったということで、その経過・対処を含めもう少し早く議員の皆さんにお知らせするべきであったということを指摘されますと、なおさら御意見を痛感するわけでございます。
　したがいまして今後はそういうことのないように、直ちに議員の皆さん方にいろいろな支障を来さないような、迷惑をかけないような対応をしてまいりたいと思っておりますので、この件につきましてはそのように御理解をいただきたいと思います。
○議長（坪根秀介君）安元議員。

○６番（安元慶彦君）それでは、予算に入りたいと思いますけれども、私は今回のこの予算の中身が、どうも議決前に既に執行されているんじゃないかという気がするわけですね。と申しますのは、こういったログハウスの関係で、設計委託料と同時に、もう工事費の明細がここに出されておると。これは我々の予算が議決されて初めて執行される事柄ですから、これが同時に出されてくるということは……。概算か何か知りませんけれども、それにしても細かい数字までが提案されておるということで、議会で審議をする前段の問題ではないかと私は思うわけですね。
　それは後でちょっと答えていただきますけれども、そしてきのうの企画課長の報告によりますと、どうも原因が利用者のいわゆる過失的なもので火災が発生したのではないかと。そうしますとこれの復元の予算が今度計上されておりますけれども、これはやっぱりそういった者が当然、復元をして町にお返しすべき性格のものではないか。民法にもありますし、それから条例の中にも１３条、１４条とあるわけですよね。そういった事柄との兼ね合いはどういうふうになってくるのか。そこら辺からまずお尋ねしましょう。
○議長（坪根秀介君）企画課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）まず予算の件でございますが、委託費及び工事費については概略の金額でございます。それと、過失による事故発生ということで、きのうの全員協議会の中でもお話をいたしましたが、上毛町の大池公園ふれあいの里ログハウス条例第１４条に損害の賠償となっております。損害の賠償については、利用者に請求することとしておりますが、今回、上毛町で全国自治協会建物災害共済保険というものに加入しておりまして、その保険金ですべて建築ができると思っておりますので、その賠償については、賠償の対象にならない解体工事の費用について、利用者に請求をしたいというふうに考えております。

○議長（坪根秀介君）安元議員。

○６番（安元慶彦君）発生の原因がそういうところにあるとするなら、火災保険が来るとか何とかということではなくて。私は火災保険に入っているからお金が入ってくるから、焼けてもいいんだということではないと思うんですよね。不注意・過失によってそういうことが発生したわけですから、当然、原因者の復元ということで、保険は保険でもってたまたま町のほうが全国のそれに入ってましたから運よく来たわけですけど、じゃあ全然なかったら丸抱えしてもらわんならんわけでしょう。私はそれは、やっぱり別枠でもって考えてもいいんじゃないかと思うんですよね。
　１,０５０万円の改築工事費と、中にあったものが焼失をしておると思うんですよね。そういうものはやっぱり原因者に負担をさせて、そして町に返してもらうと。保険のことは、保険があるから残りをあんた方が払えばいいというような性格ではないと思うんですがね。どんなもんですか。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）この施設は宿泊施設となっておりまして、金銭をいただいて営業をしております。それで建物は町が所有者でありますので、保険に加入しておるところでございます。それで、先ほど安元議員さん言われました家財道具等についても、そこで営業できるかどうか、建物を建てた後に営業ができるかどうかを判断して検討してまいりたいと思っております。
○議長（坪根秀介君）安元議員、３回目になります。

○６番（安元慶彦君）そうしますと、全体で後片づけの関係とか何とかで幾らかかるか知りませんけれども、火災保険料１,０００万円、今見込みを立てておりますが、例えば１,５００万かかったとするならば、５００万円は原因者のほうに出してもらいますよと、まさにうちの税金は全く使いませんよということで、もう一巻の終わりということになるわけですか。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）建物が１,５００万で保険が１,０００万しかない場合は、５００万については出火者のほうに請求をするような形になると思います。
○議長（坪根秀介君）ほかに。

○６番（安元慶彦君）もう終わりか。
○議長（坪根秀介君）３回目になります。宮崎議員。
○３番（宮崎昌宗君）消火器の更新事業とありますけど、１２０本購入して１２０本廃棄。それはそれでいいんですけど、以前消火器を廃棄するときは、やはり実際消火器を噴射してみないと使い方がわからない人も多いので、噴射をしてから廃棄するというような話があったと思いますけど、今回１２０本そのようにして使った後に廃棄してまた新しく購入するということでしょうか。
　もう一つが、西友枝小学校の耐震構造調査等委託料とありました。さっきの説明には実施設計もその中に含まれるということでした。８００万という大変高い金額ですので、今現状はどのように地元と話がついているのかというのを、ちょっとお尋ねいたします。それだけ書けるということは、ある程度地元のほうでこういうふうに活用したいということが大筋決まった上での多分、耐震構造調査と実施設計だと思いますので、今現状はどのような活用を予定されているのかをお願いいたします。
　そして、松尾山の下宮跡のお食べ処の復元ということですが、それはもともとあったものを忠実に再現するのか、それとも観光の拠点として利用しやすいように通りを整備したりする形の整備なのかお尋ねいたします。

○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）それでは消火器の関係でございますが、今議員から、いわゆる不要になった分について、地元で使用するとかしないとかいうお話でございました。私ども一応今回の方針につきましては、新たに入れかえるということで、現在、更新した古いものは、地域での訓練等に使用するため幾らかは確保しておきたいなという気持ちでございます。

○議長（坪根秀介君）宮崎議員、よろしいですか。

○３番（宮崎昌宗君）はい。

○議長（坪根秀介君）総合窓口課長。

○総合窓口課長（末松克美君）西友枝小学校の関係を２１年度ぐらいからちょっと説明をさせていただきます。西友枝小学校につきましては、昨年の３月に閉校いたしました。それに伴いまして、閉校前に西友枝統合問題検討協議会というのができまして、その中に三つの委員会ができております。記念誌作成委員会、それから記念行事実行委員会、そしてもう一つ跡地活用委員会というのができておりまして、２１年度に７回ほどかけて委員会を開いてきました。２回のアンケートも含まれております。
　その後、２２年度になりまして、新たに委員を追加いたしまして跡地活用委員会を発足いたしまして、今後どのように地元として活用したいかということで、協議を重ねてまいりました。その結果、町に中間報告、それから最終報告を行ってきたところです。活用の方法ですが、西友枝小学校跡地を活動の拠点といたしまして、町内外との体験交流のできる施設ということで活用していきたいと地元では思っております。

　それから、具体的には高齢者の憩いの場、それから食文化の継承、それから竹細工とかの体験教室、それから松尾山の展示、それから宿泊もできる施設として活用したいということで、今回、計上いたしております。
　それからもう１点、松尾山のお食べ処ですが、発掘調査によりまして基礎の石とかが出てきておりまして、新たに建てるものではなくて発掘によって出てきました基礎石あたりを復元して、かわらぶきのお食べ処をつくるものでございます。
○議長（坪根秀介君）宮崎議員。

○３番（宮崎昌宗君）西友枝小学校をいろいろ活用するということで、大変いいことだと思いますけれど、その管理主体というか、町が管理するのか、それとも地元で団体をつくって管理するのか、またはどなたかに委託するのかということを質問します。

　それとお食べ処なんですけれども、今の話では前のやつを忠実に復元するということだと思うんですけれど、かわらぶきだとか木造の本当の昔ながらの形での再現ということでよろしいでしょうか。
○議長（坪根秀介君）総合窓口課長。

○総合窓口課長（末松克美君）管理につきましては一応、地元のほうで町から委託されれば管理できるような管理母体を立ち上げておりますので、町から委託されて地元が管理運営という形になろうかと思います。
　それから松尾山のお食べ処ですが、それは昔の木造の、かやぶきの建物でございます。以上です。
○議長（坪根秀介君）宮崎議員、３回目です。

○３番（宮崎昌宗君）松尾山でまたそういった、新たに復元の建物とかできて盛り上げていくのは大変、いいことだと思います。人が来ると、今あるのかどうかちょっと覚えていないんですけど、トイレとかそういうものが必要になってくると思いますので、今後、そういったことも検討していただければと思いまして、質問を終わります。
○議長（坪根秀介君）ほかに。大山議員。

○１１番（大山　晃君）先ほど安元議員のほうから、ログハウスの件が出ましたけれども、私もちょっと追加してお話を聞きたいと思うんですが、火災の起きたログハウスについて、１２月２６日以降の予約者があったと思うんですよね。それに対する、今度新しく建てて完成するまでの期間の、町に対するというか、ログハウスに対する収入源となりますお金が、どこからか出るのかどうか。それは保険では出ないと思うんですが、火災を起こしたもとに請求して取るのかどうか。損失をこうむっておるんですから。焼けただけではなくて、６カ月間なら６カ月間の予約していた人数が収入源になってくると思うんです。それをそのまま放置しておくのか、またはそれを補償してもらう手だてがあるのかどうか。
　そしてもう一つは、建てるとしたときに、今の基礎のまま、その上に建てるのか、それとも方向を変えるなりして、景観をよくして建てるのか。その２点をお尋ねします。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）今回、焼けた棟についての、損失をこうむっている分の補償については今、考えておりません。それとその分の補償についても、今回、全協の中でもお話を申し上げましたが、宿泊された方が大平楽に勤務する従業員の方でありますので、その分については大平楽自体のもうけとなりますので、相殺をされるんではないかなと思います。
　それと基礎に対する部分ですが、基礎は今の基礎を使って建てたいと思っております。また基礎を新しくして方向を変えるのかというお話でございますが、３棟あるうちの真ん中の１棟が壊れておりますので、それだけ方向を変えてもちょっとおかしいような状態になりますので、今の基礎を使って焼失した建物をそのまま復元をしたいと考えております。
○議長（坪根秀介君）大山議員。

○１１番（大山　晃君）私は入ったことはないんですが、そのまま復元されたときに、お互いがドアをあけたときに窓しか見えない、外観的に池は見えないとかいう、そういう阻害されるものはないわけですかね。あればそういうものを避けて建てるのが本当じゃないかと思うんです。そこはどうでしょうか。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）ログハウス入り口のほうが、ふれあいの家の方向を向いておりまして、中に入っていただくと奥に広間がございまして、そちらのほうの窓をあけると池が見えるというふうになっておるところでございます。
○議長（坪根秀介君）よろしいですか。ほかに。

　三田議員。
○５番（三田敏和君）二、三質問させていただきます。

　一つは、高齢者の救急のキットなんですが、社協に委託するという内容がありましたが、どういう規模なのか。それから小池地区の受水槽を分けるということで、非常に水がない地域で分けて、水の確保をどのようにするのか。そして大平楽で今、井戸を二つ掘ったままになっているボーリングをどのようにするのか。

　それから子宮頸がんでワクチンの接種ということで非常にありがたい話だと思っておりますが、最終的には定期検査をするということが、このがんの一番大きな効果としてあらわれると思いますんで、その後、そこまで含まれたことを検討されているのかどうか。

　それから手づくり工房につきまして、きょうもちょっと行ってみたんですが、ピースハウスという看板を置いておりましたが、あそこ自体の施設をどの程度使ってどのような形にするのかお聞かせをいただきたい。

　それから図書費の件ですが、過去の話の中で、学校図書、それからげんきの杜の図書については十分なのかという質問を何回かやってきました。その都度十分だというお話でしたが、今回なぜこのような形で、何をどのように光をそそぐという部分に充てるのかどうか。
　それからスマートチェンジの件で勉強会をするという話が出ておりましたが、このメンバーに議会は入らないのかどうか。

　それと消火器の件について、今消火器を配付している基準というか、設置しているところが自宅の外であったり自宅の庭の中であったり、外から見えないいろんなことで、私はばらばらのような気がするんですが、どのような形で置く場所を決めておられるのか。
　それから、先ほど宮崎議員が話してましたように、消火器の使い方については、わかっているようでいざとなるとなかなか使えないというのが現状です。先般も覚円寺で防御訓練を覚円寺の檀家の方々と分署と消防団と一緒にやったんですが、消火器の訓練をいたしました。なかなか使えません。そういう意味では、先ほど言ったように、ぜひそれは地域で活用して訓練をするということをやったほうがいいと私も思います。その辺は、町としてそのような形で地域に動かれるのが妥当じゃないかなと私も思うんで、その辺のことについてお聞かせをいただきたい。
　それからもう一つ最後にログハウスの件ですが、先ほど９棟目を建てるというようなお話でした。先ほど、この火災の中での予約状況というようなお話もあったんですが、過去から見て、確実に満室ということには恐らくなっていないんじゃないかなと思うんですね。そういう中で、ほかの活用も検討されたんではないかなと。燃えたから建てるということに至った経緯について、説明をお願いします。
○議長（坪根秀介君）健康福祉課長。
○健康福祉課長（坪根勝磨君）それでは健康福祉課に関する質問２点につきまして、私から答えさせていただきます。
　まず高齢者の緊急医療情報キットの事業の関係でございますが、どのくらいの規模なのかという御質問でした。基本的に現在、社協の事業として、ひとり暮らし高齢者等の見守り事業を実施していただいておるところでございます。一応、この中で現時点で、社会福祉協議会が見守りとして何らかのかかわりを持たれている高齢者の皆さんが２２０名ほどおりますが、まず最初にこれらの方々について設置をしていきたいと考えておりまして、今後も引き続きひとり暮らし高齢者事業の兼ね合いとあわせまして、さらに高齢者のみの世帯といった方々もいらっしゃいますので、そういった方々の普及もあわせて随時拡大を図っていきたいと考えております。
　それから子宮頸がんにつきましてですが、まずこの子宮頸がん、今回中学１年生から高校１年生を対象にということで国が普及を促進しておるところでございますけれども、これは若年期、性交渉等によってウイルス感染によって子宮頸がんの若年期の感染者が非常に多いと。この観点からこの年代にワクチン予防によってこれを抑制するという観点でなされております。大体、効果が７年程度ということでございますので、この若年期、１０代のうちに接種して感染予防等し、成人以降は、基本的に婦人特有のがん検診を本町でも推進しておりますが、この検診事業をさらに定着化することに向けて啓発・普及を図っていきたいと考えております。
　以上です。
○議長（坪根秀介君）住民課長。
○住民課長（福本豊彦君）それでは私のほうからは、小池地区の受水槽改修工事の件につきまして答弁をしたいと思います。
　この受水槽の改修工事の件につきましては、現在、小池地区の情勢につきましては、大平楽と併用したものが一つと、小池地区にあります井戸の二つの方法により生活用水を賄っているところでございますが、今回、上野地住宅の下のほうにあります受水槽は大平楽専用水道という形をとるため分離をしなければならないということで、小池地区内にあります井戸の水の調査を行いました。その調査を行った結果、毎分平均約６００から７００リットルの湧水がございますので、その湧水であれば小池地区で今、大平楽のほうから送っております水をいただかなくても、ある程度賄えるんじゃないかということで、規模に応じた受水槽の設置とその工事に関する設計管理の委託料を今回、計上させていただいたものでございます。

○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）先ほどの大平楽内のボーリングの件についてと、手づくり工房の内容、それからログハウスの件について、私のほうからお答えさせていただきます。
　平成２１年度に掘りました大平楽敷地内の２本のボーリング井戸につきまして、今回、水中ポンプを設置いたしまして砂等を除去するためのろ過機を設置し、それを大平楽の貯水槽まで配管する工事を今回行うこととしております。それで、先ほど住民課長が申しましたが、上野地にある２００トンの貯水槽を大平楽専用の水道とするように計画をしておるところでございます。

　それから手づくり工房の改修の内容でございますが、まずあそこを上毛町地域づくり協議会の拠点施設として改修をしたいと考えております。各団体の情報発信や情報交換ができる場として、また各団体の方々がいつでも集まれるような場所として、うどん工房の跡を、そういう会議ができたり皆さんが集まれるような内容に改修を行いたいと考えております。
　それからログハウスの件でございますが、建てるか建てないかという部分の検討も町内で行っております。ログハウスにつきましては、平成２０年度が１７２万８,０００円の赤字と森の風から報告があっております。それから平成２１年度には、１３１万４,０００円の赤字ということで、ログハウス自体の稼働率が、今、年間を通して２０％ほどとなっておりまして、一番利用客が多いのが５月、７月、８月、９月の４カ月ぐらいで、あとはすべて稼働率が悪くなっている状況でございます。
　夏休み前、７月ぐらいに完成することによりまして、７、８、９の一番稼働率が高いときに新たに建築することによりまして、収入を上げていきたいと考えております。
○議長（坪根秀介君）教務課長。
○教務課長（岡崎　浩君）それでは私のほうから、図書費についてお答えをさせていただきます。
　本町は、予算面それから蔵書数は十分達成はいたしておりますが、今回この住民生活に光をあてる交付金の知の地域づくりという趣旨を十分勘案しまして、さらなる充実を図るということで、今回、図書費のほうを計上いたしておりまして、教育関係につきましてはＤＶＤ等の映像系のソフトを中心に校長のほうで判断をしていただきますし、げんきの杜図書館につきましては百科事典の更新を中心に、げんきの杜のほうでさまざま考えていただこうと思っております。
○議長（坪根秀介君）建設課長。
○建設課長（古原典幸君）それでは私のほうから、スマートインターの勉強会に議会は入らないのかということで、御質問にお答えをさせていただきたいと思います。
　このスマートインターにつきましては国土交通省道路局より、スマートインターチェンジ高速道路利便増進制度実施要綱に基づきまして、国のほうに連結許可をいただかなければいけないようになっております。地区協議会の設立が義務づけられております。地区協議会につきましては、連絡道路管理者――これは町になります、関係する地方公共団体、会社――西日本高速道路株式会社になります、地方整備局、その他関係機関、学識経験者等により構成されなければならないとなっておりますので、その前段階といたしまして今現在、勉強会を立ち上げ、地区協議会に諮れるような資料づくりをさせていただいております。そうした中で、地区協議会を設立する暁には議会等の参画をお願いしたいと考えております。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）それでは私から消火器の件でございますが、現在、新吉地区、大平地区それぞれ１８０カ所ほど置いております。置き場所につきましては、自治会長に選定をしていただいて、大平地区の場合はそれぞれ地区ごとに６カ所選定していただいて置かせていただいております。それぞれの消火器につきまして収納庫が確かついているだろうと思いますので、粗雑に扱っているということにはなっていないと考えております。
　それから、耐用年数が大体８年ぐらいということになっておりまして、破棄する消火器については業者とも相談しながら、三田議員がおっしゃった活用目的で使用できればと考えておりますし、その際には当然、消防団も地元と一緒に御協力していただくとような形になろうかと思います。そういう方向で考えていきたいと思っております。
○議長（坪根秀介君）よろしいですか。三田議員。

○５番（三田敏和君）井戸の件ですけど、そうすると大平楽に今、２本掘っている井戸の水を、その下の今度、分離するというところまでずうっと引いて、また戻すということになるんではないかなと頭の中で描いたんですが、非常に利便性が悪いというか、ロスなことかなと率直に思ったんですが、新たに受水槽をつくるという費用的効果を考えてそういうふうになったのかどうかですね。
　それから小池地区は、「ある程度」という表現でしたが、その「ある程度」というのは、プラスアルファであるのか足りないほうの「ある程度」なのか。あそこは水が少ないし、地区の上に施設がありますよね。あの施設でも防火に関しては水がないということですし、欲を言うとそういうのに緊急の場合は使用できるようなことも考えなくちゃいけないんじゃないかなというふうに思うんで、その水が少ないということに対して、過去からずっと水が少なくて、いろんな手を尽くして、職員の方が運んだりとかしてきているのに、それだけで十分なのか。今、水道をあそこに引くということを早急に考えんといかんとかいうことも踏まえて、もう少し大きな検討のもとにやるべきではないかなという。一つのステップの中の１案であれば十分なんでしょうけど、その辺を再度、お聞かせいただきたい。
　消火器の件は、使用後の消火器は十分理解ができましたが、設置をするところの位置が、十分道路に面したところで、だれもがすぐわかって使えるということにならないといけないんじゃないかなと思うんだけど、そこが地域によってばらばらではないかなと思います。確かにきちっとした容器の中に入っておりまして、それは十分だと思うんですが、その辺について再度、説明を求めたいと思います。

　ログハウスの件につきましては、稼働率がトータル２０％ということで、通して少ないという中で、今、ワカサギつりということで非常にあそこの池で土曜、日曜人が多く出ておりまして、ああいういろんな企画をすることによって人が集まるということになるんじゃないかなと思うんで、その辺について私ども指定管理に出している側としていろんなことも申せるんじゃないかなと思うわけで、今回、そういうことを踏まえてぜひ何らかの支援策──、本当にログハウスでよかったのかなと今でも率直に思うわけで、違うものにすることによって冬場２０％と低いところの利用客増をねらうべきではなかったかなと思います。
　そのことについてお願いいたします。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）井戸の件でございますが、上野地にある２００トンの貯水槽を大平楽の専用水道とすることによりまして、大平楽の敷地内にある２本のボーリング井戸につきまして、大平楽にある貯水槽のほうに運べるというふうになりますので、もしそれが専用水道でなければ、議員さん言われたとおり向こうまで配管をして向こうからまた引っ張ってこないといけないという形になろうかと思いますので、今回、専用水道になることによりまして、二つのボーリング井戸からの水を大平楽の貯水槽の中に入れられるというふうになります。
　それとログハウスの件ですが、ワカサギ釣りにつきましては森の風のほうが考えましたイベントでございまして、言われるように土日にはたくさんの方が釣りに来られていると聞いております。そういう人が集まれるようなイベントがつくれないかということを、また森の風と検討しながら考えていきたいと思っております。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）消火器の置き場所ですが、私も３６０カ所全部知っているわけではございませんが、置くに当たっては地元を一番よく知っている自治会長が、ここにしてくれということで設置しているわけですから、かなり使い勝手のいい場所に設置しているだろうと私どもは思っております。議員がお気づきの点があれば、自治会長を通じて、そういう場合は変えますよということで私どもに報告していただければいいのかなと思っております。

○議長（坪根秀介君）三田議員、よろしいですか。
○５番（三田敏和君）はい。

○議長（坪根秀介君）住民課長。

○住民課長（福本豊彦君）小池の受水槽の関係でございますが、ちょっと私の答弁の仕方がまずかったと思いますけど、基本的に、先ほど申し上げましたように毎分６００～７００リットルという揚水がございまして、小池地区にあります受水槽が４トンでございます。それを今回、改修工事におきまして１０トン以上の受水槽を設けたいと考えておりますので、具体的な分につきましては設計と詳細な協議をしながら規模決定をしたいと思います。
　ただ、１日に使用する１世帯当たりの平均の使用量が５００前後ではないかと思いますので、その辺を加味しましたらある程度十分な揚水量が上がっているということで、今の段階では判断いたしております。
　以上です。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）答弁の追加でございます。
　４月にまた自治会長会がございますので、その点についても自治会長会でお話をしまして、そういう要望があれば変更もできますよということをお伝えしたいと考えております。
○議長（坪根秀介君）三田議員、よろしいですか。

○５番（三田敏和君）はい。
○議長（坪根秀介君）ほかに。峯議員。

○４番（峯　新一君）ちょっと素朴な疑問で二つほどお聞きします。
　またログハウスで悪いんですけど、火災で保険がおりるのに、上がっている台数が９台、テレビが１２台。これは火災での補償がきかないんですかね。
　それともう一つはマイクロバスの購入で、社協に貸し出しているマイクロバスを新しくかえるということですが、町の仕事をしてもらっているというのはよくわかるんですが、もうぼちぼち上毛町と社協の区別というのもはっきりつけたほうがいいんじゃないかなと私は思うんですけど、そこら辺の意見をお聞きしたいと思います。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）テレビの補償で保険はきかないのかということだと思いますが、先ほど安元議員さんのお話の中でもありましたように、家財道具については補償の対象となりませんので、その分については出火者のほうとまた検討をさせていただきたいと思います。
　９台については９棟の分と、管理棟、それから運動場と体育館の分を計上させていただいておるものでございます。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）マイクロバスの件でございますが、そろそろ社協で購入させたらという御意見だろうと思いますけれども、社協に関しては行政が行う各種の福祉事業について、本当に細かい、それこそ今回の事業内容ではございませんが、きめ細かな部分を社協にいろんな業務を担っていただいておるという関係から、マイクロバスについては町が購入してそれを貸し出すというぐらいはして適当かなと私は考えております。
○議長（坪根秀介君）峯議員。

○４番（峯　新一君）前回、マイクロバスを購入したときに、ガソリン車を購入しているわけですよね。運転者の方と話しているときに、ちょっとそこら辺で、トルクが足りない、長距離になったときに疲れが出る、乗りにくいということがあったんですけど、今度のマイクロバスはいつ入札してどういうふうにするのか、それを聞きたいです。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）車検が４月に一応、予定されておりますので、できれば今年度中に何とか新しく買いかえたいという気持ちを持っております。
○議長（坪根秀介君）峯議員、よろしいですか。

○４番（峯　新一君）はい。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）まず歳入の件で地方交付税、現在、町にどのくらい来ているか、わかっていれば教えてほしいと思います。

　それからきめ細やかな交付金の一覧の中で、事業名３のところ、温泉入浴施設改修工事、この工事の内訳の金額がわかれば示してもらいたいと思います。
　それから９のところ、箱わな購入事業。これは５カ所で５台ということでありますが、今後町は捕獲を中心にやっていきたいという、以前、担当課長の答弁があったと思います。それで今後、何年以内にどのくらいの計画をお持ちなのか、その点をお尋ねします。
　それからログハウスが焼失した件で、上毛町大池公園有料施設等指定管理者基本協定書というのがあるんですが、ここの３５条、３７条あたりに損害賠償ということがあります。指定管理者も保険に入っているようですが、この保険がどういうものかお尋ねします。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）地方交付税がどれくらい今の段階で決定なのかということでございます。普通交付税が２６億５７万４,０００円でございます。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）質問が二つあったと思うんですが、一つのほうはちょっと聞き漏らしました。大変、申しわけございません。もう一度お聞きしたいと思いますが、ログハウスの基本協定書の中の指定管理者の保険という内容だと思いますが、施設に対する保険については、指定管理者は加入をしておりません。利用者等が事故ということになれば、その補償を出すために指定管理者が保険に入っているものだと思います。
○議長（坪根秀介君）産業課長。
○産業振興課長兼農業委員会事務局長（川口　彰君）箱わなの関係については、今回５台ということでお願いをするわけでございますが、この問題につきましては前も言っておりますように、守りの対策と攻めの対策ということで、捕獲ということで攻めの対策をうちのほうでやっているわけでございます。今後の対応につきましては、箱わなにつきましては免許の取得が必要になります。
　その駆除者の数によりまして今後の購入等も考えていきたいと思っておりますが、今回は５台ということで計上させていただいておりますし、またこの管理につきましては一応、現在捕獲の要請があった場合には重機による駆除のほうが主でございますが、箱わなのほうが効果があるということで、今回購入する箱わなにつきましては組み立て式といいますか、持ち運びができるような箱わなの購入を考えております。

　これによりまして、各地域、要請があった場合に即対応ができるような形で行いたいと考えております。それから台数につきましては先ほど申し上げましたように、免許を持つ駆除員の数によりますので、今後の検討になろうかと思っております。
　以上です。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員、答弁漏れの分をもう一度、言ってください。

○８番（茂呂孝志君）今、ここに資料がなければいいんですが、事業名の３のところです。細かなことですよ。行ってみればわかることだから。ここに資料がなければいいです。

○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）３のどういう内容のことでしょうか。

○８番（茂呂孝志君）そこの事業内容の説明です。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）大平楽温泉施設の安全性を確保するため、老朽化をしております設備を改修する費用で、特に大浴場２のほう、向かって左側のとんぼの湯の壁の塗りかえ。それから浴槽の笠木が温泉と蒸気によりまして腐食をしております。その部分の改修。また上壁の板張りが腐食をしておりまして、今にも落ちそうになっておりますので、それを撤去しまして塗り壁への変更。それから建具の改修といたしまして、ガラス窓をガラリ窓へ変更したいと思っております。
　それと温泉施設の換気が余りよくないので、新たに換気扇の設置を考えております。それと脱衣所の排煙オペレーターがあきにくい状態となっておりますので、その改修。それと脱衣所の塗り壁の改修。もう一つ、大浴場１、これは向かって右の温泉になるんですが、もみじの湯の壁の塗りかえと、外にありますおけぶろの周りの改修と、パーゴラの撤去という工事を考えております。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）具体的な説明を受けたんですが、工事費を聞きたかったんですが、なければ後でお聞きしに行きます。
　それで箱わなの問題ですが、今後そういう形で捕獲を中心にしたいということであると、捕獲されたものを処理しなければいけないので、その処理を今後、どういうふうに考えているか。とった方がするのか、それとも町としてどこかに解体をお願いするのか。今後、そういう長期的なビジョンはどう考えているのかお尋ねします。
○議長（坪根秀介君）産業振興課長。
○産業振興課長兼農業委員会事務局長（川口　彰君）処理後の肉につきましては、みやこ町のほうが今、加工施設を有しておりまして、みやこ町の施設につきましてはみやこ町でとれた分しかできないということですが、現在その調整も行っておりますし、基本的には処理施設をつくりますと結構維持費等がかかりますので、そこらの検討も必要になろうかと思います。

　当然、処理施設を建設したときの維持管理を考えますと、近隣の市町と一緒にしたほうがベターと考えておりますが、そこまでうちのほうは検討をしておりません。ただ、２３年度から中津市あるいは豊前市、上毛町と広域的な取り組みを行おうということで考えております。その中のメニューに加工施設等の建設もございますが、そこらは中津市が建てればうちのほうも処理ができないかという協議はできようかと思っております。以上です。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員、３回目です。

○８番（茂呂孝志君）農家の方は、鳥獣被害に大変頭を痛めていますので、そういうものは早急に計画を立ててビジョンを示してほしいと思います。捕獲ができるのであれば捕獲して、できるだけ被害を少なくする方向で、早急にしてほしいと思います。
　要望です。
○議長（坪根秀介君）答弁はよろしいですか。産業振興課長。
○産業振興課長兼農業委員会事務局長（川口　彰君）そのようにしたいと思っております。以上です。
○議長（坪根秀介君）ほかに。増矢議員。

○７番（増矢年克君）今の関連のイノシシのことで。私が今、持っているわなが３個あるわけです。自分で一つは買って、前の大平村のときに役場のほうで買われました。その当時が１台７万５,０００円だったんです。そのわなを貸してもらってそのまましておるわけですが、もう年数が大分たっておりますので、今入っても、もうすぐ崩れてしまう、逃げてしまうようなわなになっているわけです。
　本当は予算をもらって、わなをたくさんつくってもらって安くしてもらって、猟友会のとっている人にしてもらったら、物すごく助かるんじゃないかと思います。
　ことし私が今、現在でイノシシを２１頭とっておるわけです。シカも３頭とっております。西友枝におる同じ駆除員に聞くと、一人でイノシシ五、六十頭とったのがざらですよね。相当、わなでとっておるわけです。猟友会は鉄砲で撃ちに私のところに来てるんですよ。わなのそばに近寄っているのを撃つんやけど撃ち損なったとか言うて、なかなかとれんわけですよ。それで実はやっぱり箱わなが一番いいんじゃないかなと思うんです。そういうことを考えた場合は、ぜひ箱わなをふやしてもらいたいと思います。
　今まで町の助成金をもらってイノシシとシカ対策をやっておるわけですが、なかなか森林組合からもらった網を、うちの地区あたりも相当張っております。それで私の区でも単独で中山間地と環境保全で地元で６００万ぐらいかけているんです。それをやっておりますが、イノシシもなかなか頭がいいもんで、メッシュの下に穴を掘るんですよ。掘っていってふたをして。行ったときにはシカが中に入っておって、追うと　　　網にひっかかるということで網も物すごく悪くなるし、今の時点では自治会長さんあたりに定期的に回ってみてもらっておるわけですが、なかなか後の補修というのが大変なようです。
　そういうところも私のところだけじゃなくて、全体的に尻高のほうもたくさん出よると思いますし、今まで補助金をもらった人も、後の維持・修繕のときに町のほうで、メッシュのほうでも何ぼか補助を出してもらえれば、張り接ぎでもできるんじゃないかと思う。そういうふうなことをぜひやってもらいたいと思います。要望します。

○議長（坪根秀介君）答弁はよろしいですか。

○７番（増矢年克君）いいです。

○議長（坪根秀介君）ほかに質疑はございますか。

（「なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで質疑を終了します。

　これから討論を行います。討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）討論を終わります。これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに、賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）
○議長（坪根秀介君）全会一致。よって議案第２号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第５号）は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第２２、議案第３号　平成２２年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）を議題とします。議案内容の説明を求めます。
　健康福祉課長。
○健康福祉課長（坪根勝磨君）それでは議案第３号でございます。
　平成２２年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について、御説明をいたします。第１条にございますように今般、歳入歳出予算の総額にそれぞれ１,４５５万円を追加し、歳入歳出予算の総額を９億５,３４１万１,０００円とするものでございます。７ページをごらんいただきたいと思います。
　今回、保険給付費の増額に関して補正をお願いするものでございます。まず１点目、高額療養費のうち一般被保険者高額療養費が１,４５０万の補正でございますが、この高額療養費につきましては過去の実績等を勘案しながら当初予算計上をしておりましたわけでございます。今年度１０月以降に通年を上回る、予想をはるかに超える請求額が継続しております。これは治療費のかさむ重篤な手術あるいは病気入院、それから長期入院該当者が想定を上回ってふえたことによるものと考えられます。
　本町の国保予算規模からしまして、数名の高額療養患者の一時的な増減で大きな影響を受けやすいという状況がございます。既にこのことから残りの今後の請求支払いに対しまして予算が不足しておりまして、対応できない状況となることが見込まれますことから、今回１,４５０万円の補正をお願いするものでございます。
　２点目の退職被保険者等高額介護合算療養費でございますが、これにつきましては医療保険と介護保険におきます自己負担額の合計額が一定額以上、支払いが高額となった場合、その負担を軽減するための制度としてあるわけでございますが、本年度該当者が２名ございました。このため既存予算に不足が見込まれますので、今般補正をお願いするものでございます。補正額は５万円です。

　なお今回の補正合計額１,４５５万円の財源としましては、繰越金で対応させていただきたいと考えております。以上です。よろしくお願いいたします。
○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。
　これから質疑を行います。質疑はありませんか。
　安元議員。
○５番（安元慶彦君）繰越金のところでちょっとお尋ねしますけれども、前年度の繰越金から財源を補てんするということですが、３,８７１万３,０００円の２１年度の繰越金、今回で２,８５７万円になったわけですけれども、あと残り１,０００万、３月にどういう補正が出るか知りませんが、大体、見込みとしてはこれで賄えるということになるでしょうか。
○議長（坪根秀介君）健康福祉課長。

○健康福祉課長（坪根勝磨君）基本的に国保の場合は、請求額が月おくれ、二月おくれで参りますので、医療費の動向というのがなかなか見えない部分がございます。それに伴って、国の補助金等も一応の算定率はありますが、最終的には入ってみないとわからない部分が多々ございまして、歳計剰余金といいますか、この辺が最終的にどのようになるかというのは非常に見込みづらいものでございまして、その辺御理解いただきたいと思います。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。
　高畑議員。
○２番（高畑広視君）先ほど重篤な手術と聞いたんですが、差し支えなければ教えていただきたいんですが。
○議長（坪根秀介君）健康福祉課長。
○健康福祉課長（坪根勝磨君）これは医療費のかさむ心臓疾患でありますとか、脳疾患の関係、あるいはがんとか、それに伴った長期の入院とか、そういったものでございます。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。
（「なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑を終了します。

　これから討論を行います。討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに、賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）
○議長（坪根秀介君）全会一致。よって議案第３号　平成２２年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第２３、議会運営委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。
　議会運営委員会委員長から運営資料のとおり、会議規則第７５条の規定により、所管事務のうち特定事件の調査等について閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。

　お諮りします。

　議会運営委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。
　したがって委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第２４、広報特別委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。
　広報特別委員会委員長から運営資料のとおり、会議規則第７５条の規定により、所管事務のうち特定事件の調査等について閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。

　お諮りします。

　広報特別委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。
　したがって委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）これで本日の日程は全部終了しました。
　平成２３年　第１回上毛町議会臨時会を閉会します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閉会　午後　３時４２分

○上記、会議の経過を記録して、事実と相違ないことを証するため、ここに署名する。

　　　平成２３年２月１６日

上毛町議会議長
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